

朝晩の冷え込みが厳しくなってまいりました。訪問がつらい時期となってきましたね。巷では相変わらずインフルエンザが流行っているようです。皆様もリスク管理と体調管理にはくれぐれもご注意ください。

東灘区では毎月瓦版を発行し、ケアマネジャー連絡会の活動をはじめ、様々な情報を発信していきます。皆様からのご意見等もお待ちしておりますのでどうぞよろしくお願い致します。

●　１１月の東灘区医師会介護保険部会の報告　
今月は東灘区医師会介護保険部会が、特別ゲストとして大牟田市から大谷るみ子氏を招かれました。大牟田市は人口約13万人の福岡県の小都市ですが、認知症についての様々な取り組みで全国的に有名です。大谷氏は民間のグループホームのケアマネジャーでありながら、その様々な取り組みの中心的な人物です。神戸市で参考にできることはないか、色々お話を聴かせてもらいましたのでキーワードを少しご紹介します。

　◆認知症ケア研究会……始まりは平成13年、介護サービス事業者の方達の間の自主的な認知症ケアについての勉強会だったそうです。次第に行政を巻き込んで本格的な活動へと発展したそうです。
　◆認知症コーディネーター……専門的な人材育成が不可欠だということで、デンマークの教材等を参考に養成研修を実施、継続中です。研修期間は2年。現在48名いて各地域で様々な活動をコーディネートしています。地域包括支援センターには必置だそうです。
◆認知症早期発見・ケアサポートチーム……「もの忘れ相談医」として研修を受けた医師などが、早期発見のしくみを検討し、また困難ケースなどをサポートしてくれます。
◆大牟田市地域認知症ケアコミュニティ推進事業……市の正式な事業としてきちんと予算をとり、上記の活動の他、徘徊模擬訓練や絵本づくり、認知症予防教室など次々と新しい活動を取り入れながら、年々発展継続しているとのことです。
　★★★　とにかく大谷氏の熱意、パワーがあってこそ地域全体が動き出したような印象でした。もちろん地域性が異なるため、そのままの仕組みを神戸市で実施するのは難しいかもしれませんが、その熱意は私達も見習えるのではないかと思いました。　★★★


●　神戸市ケアマネジャー連絡会東灘区　研修会のお知らせ
１２月１０日（木）１４時００分より　東灘区医師会館にて
「認知症地域資源ネットワークの実際」
東灘区医師会と区内あんしんすこやかセンターとの共催で、実際の事例を通して
シンポジウム形式で東灘区における認知症の取り組みについて考えます。
　　　　　　　　　　皆様お誘い併せの上ぜひご参加ください。
　　　
★お問い合わせ、ご意見などございましたら下記の世話人までご連絡お願いします★
社会福祉法人　神戸老人ホーム　　　　　　　  （伊賀） 851-1155

NPO法人　神戸ライフ･ケアー協会  　　　　　（神谷） 854-2180

東灘ケアプランセンターほくら・くるる   　   （小薗） 452-6960

社会福祉法人　二人同心会　　　　　　　　　　（水田） 842-3894
協同の苑は～とらんど甲南居宅介護支援　    　（吉田） 413-1088
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